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 要  旨 
近年，パソコンの高機能・低価格化による広範な普及に加えて，新しいマルチメディアの
圧縮符号化技術などの進展を背景に，ネットワークもブロードバンド化し，データ，音声，
映像などのやり取りするマルチメディア通信環境が急速に整備され始めている．このため，
ストリーミング映像配信は容易に利用できるようになってきた． 
本研究では，MPEG2動画像データの中に既に含まれている動きベクトルに関する情報
に着目して，MPEG2データの解析を行ったところ，動き補償のブロックサイズが16×8 
画素からなるマクロブロック(縦長マクロブロック)が移動体の境界に集中して発生して
いることが分かった． 
そこでまず，縦長マクロブロックを基点として，画像処理でよく知られた領域の膨張
処理をマクロブロック単位で行う．つぎに，剛体である移動体に動きベクトルの向きが
ほぼ同一であることを用いて，膨張処理に縦長マクロブロックと動きベクトル向き情報
を同時に利用して移動体を検出する手法を提案する．提案方法によって，照度の変化に
起因するランダムな動きベクトルの発生に影響を受けない移動物体検出が可能になると
考えられる． 
それから，高速な二値画像圧縮手法である選択画素符号化方式(SECT)を変形して，膨
張処理された移動体領域の検出に適用して，連結領域ごとにラベリングを行う．  
検出された移動体を追跡するには，移動体が単一の場合だと，追跡を行うためにはフ
レーム内における重心位置さえ分かればよい，一方，複数の場合は，物体同士が画面上
で重なりあうと，物体の見分けがつかなくなり，それ以降の物体追跡に支障をきたす．
そこで，本研究では，隣接フレーム間における移動体の対応関係を求める手法を提案す
る．検出した移動体領域にラベル付け，移動体領域の追跡情報（移動方向，重心位置，
追跡状態）を用いて，追跡することも可能となった． 
本論文では，まず，2章で動きベクトル，データの構造と先行研究の概要について述べ
て，3章では，提案のシステム構成，アルゴリズムを紹介して，4章では実験用のシステ
ムを説明して，5章で実験結果と考察を述べる．最後6章は，本論文のまとめと今後の課
題を示す． 
 
